
【整理番号23】

（ ）

Ⅰ　基本事項

Ⅱ　点検項目

費用便益比(B/C)

総費用（千円）

便益算定項目について変更がある場合はその項目と変更の理由

防砂堤の整備に伴い、「漁獲機会の増大効果」が発現したことによる追加を行った。

総便益（千円） 3,797,311 4,314,201

１．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

直前の評価 今回の評価

その他費用対効果分析に係る要因の変化

経年・経済情勢の変化による漁船隻数，人件費等に変動があった。

※別紙「費用対効果分析集計表」のと
おり

3,150,377 4,102,906

1.21 1.05

総費用の変更の理由

　平成27年度に漁船の安全な航行に必要な航路幅や水深を確保するため-３m航路及び-３m泊
地の改良を追加し、陸揚げ等の作業効率化を図るため浮桟橋の新設と-２m物揚場の改良を追
加した。

地区名 江口
エグチ

事業主体 鹿児島県

陸揚金額 279 百万円

１．地区概要

漁港名（種別）

登録漁船隻数 123 隻 利用漁船隻数 123 隻

江口漁港（第２種） 漁場名 －

陸揚量 438 トン

主な漁業種類

事後評価書（期中の評価）

都道府県名 鹿児島県

事業名 水産資源環境整備事業 水産生産基盤整備事業

期中評価実施の理由 ③関係市町村 日置市

船びき網・その他の刺網 主な魚種 しらす・たい・さわら

漁業経営体数 68 経営体 組合員数 214 人

事業費 事業期間2,442百万円 平成14年度～平成31年度

既投資事業費 2,257百万円 事業進捗率(%) 92.4%

地区の特徴

　当地区は、鹿児島県薩摩半島の日置市にあり、日本三大砂丘の一つ吹上浜
の北端に位置し、自然に恵まれた風光明媚な景観を形成している。また、本
地区は、沖合に魚の宝庫と言われる東シナ海を控え、多種多様な水産動植物
が生息している比較的良好な漁場に恵まれており、漁業への依存も高く、自
然環境・資源などを最大限に生かした地域づくりを進めている。また、当地
区の南岸部においては、江口浜海浜公園が整備され、国土保全と併せて海浜
利用が増進されている。なかでも、江口蓬莱館は、地元で水揚げされた新鮮
な魚介類、加工品等の販売及びレストランが地元漁協により運営されてお
り、平成15年度の営業開始から平成26年7月には入館者500万人に達したとこ
ろである。

２．事業概要

事業目的

　当漁港は、防波堤等の不足から、港内の静穏が十分に確保されていないた
め、漁業活動に支障を来している状況であり、さらに台風等の荒天時には、
他港への避難を余儀なくされている。また、係留施設も不足しているため、
陸揚作業等に漁船が輻輳し、漁業活動に支障を来している。このため、漁港
施設の整備を行い、陸揚げや準備作業等の安全性と効率性の向上及び荒天時
の安全性向上を図る。

主要工事計画 防砂堤L=190m,泊地A=16,830m2，航路A=17,850m2
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Ⅲ　総合評価

　当地区の漁業形態，流通形態またについて、大きな変化は無い。

　特に無し。

４．関連事業の進捗状況

　当地区の整備により漁業活動が安定することで、漁協が運営している直販所やレストラン
等への影響もでてくることから、安全な漁業活動を営むため早期漁港機能の確保を図る。

漁港施設等の利用状況について当初想定との相違と将来見通し

　登録漁船数等も安定的に推移しており、利用状況に大きな変化は見られない。また、当地区の
水産物の消費拡大を図るため、江口漁業協同組合が運営している「江口蓬莱館」が盛況なことか
ら、将来的に利用状況も維持される。

（２）その他社会情勢の変化

　特に無し。

２．漁業情勢、社会経済情勢の変化

（１）漁業情勢及び漁港施設、漁場施設等の利用状況と将来見通し

計画策定後の漁業集落に関わる社会経済状況、自然状況の当初想定との相違と将来見通し

　当地区の組合員数は計画策定時の257人(H14)から214人(H26)と変化は見られるが、漁
業収入及びコスト削減の取組みにより、今後も同程度で推移する見通しである。

漁業形態、流通形態について当初想定との相違と将来見通し

　本事業は、圏域における生産拠点として重要な役割を担っている当該地区において、荒天時における安全・安心な
漁業活動の確保と所得向上及び地域活性化のために、防波堤、防砂堤等の整備を行うものであり、事業の進捗率も
92％と順調に推移している。
　残る事業においても、航路や港内への漂砂対策を行い、安全な漁業活動を行うために必要不可欠な事業であり、地
元も防砂堤の整備に強い関心を持っているところである。また、事業効果のうち貨幣化が可能な効果について、費用
対効果分析を行ったところ、1.0を越えており、経済効果についても確認されている。さらに、事業効果のうち貨幣化
が困難な効果についても、漁港背後集落への防風や防潮対策効果が見られ、安全で安心な漁村環境が図られるものと
考えられる。以上の結果から、本事業の必要性及び経済性は高いと認められ、事業を継続する必要がある。

６．事業コスト縮減等の可能性

　航路、泊地の浚渫土砂を当漁港に隣接する江口海岸へ養浜に用いることでコスト縮減を図
る。

７．代替案の実現可能性

　平成15年に日置市が事業主体となり、水産物の消費拡大・地域活性化を促す拠点施設とし
て「江口蓬莱館」が完成した。地元漁協が運営し、鮮魚直販や加工品販売、レストラン経営
に取り組み、漁家の所得向上と生活基盤の安定を図っている。

５．地元（受益者、地方公共団体等）の意向

３．事業の進捗状況

　平成28年度までに、沖防波堤，北防波堤等の整備を終えており、進捗率は約92%である。今
後は、-３m航路や、-３m泊地、-２m物揚場及び浮桟橋の整備を計画的に実施する予定であ
る。
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１　基本情報

２　評価項目

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

計（総便益額） Ｂ 千円

総費用額（現在価値化）　　Ｃ 千円

費用便益比 Ｂ／Ｃ

３　事業効果のうち貨幣化が困難な効果

その他

⑪景観改善効果

212,688

⑫地域文化保全・継承効果

費用対効果分析集計表

都道府県名

事業名

地区名 江口鹿児島県

水産生産基盤整備事業 50年施設の耐用年数

評価項目

水産物の生産性向上

便益額（現在価値化)

⑩自然環境保全・修復効果

⑦漁業外産業への効果

⑧生命・財産保全・防御効果

⑨避難・救助・災害対策効果
非常時・緊急時の対処

⑥生活環境の改善効果

④漁獲物付加価値化の効果

・近接するレストランや物産館において、当漁港で水揚げされた水産物の提供や加工品の販売
も行っており、漁村地域のにぎわい創出が図られる。
・就労環境の改善により、労働意欲の向上が図られる。
・外郭施設の整備により、荒天時の漁船保全に対する安心感が得られる。

2,465,194

919,091

717,228

便
益
の
評
価
項
目
及
び
便
益
額

①水産物生産コストの削減効果

②漁獲機会の増大効果

③漁獲可能資源の維持・培養効果

漁業就労環境の向上 ⑤漁業就労環境の労働環境改善効果

生活環境の向上

地域産業の活性化

自然保全・文化の継承

4,314,201

⑭その他

1.05

4,102,906

⑬漁港利用者の利便性向上効果



水産生産基盤整備事業 江口地区 事業概要図

沖防波堤

防砂堤

‐3m泊地

用地

北防波堤
港内防波堤

‐2m泊地

南護岸

‐2m物揚場

道路

‐2m物揚場(改良)

‐3m航路

事業主体：鹿児島県

主要工事計画：

沖防波堤（新設）L=180.0ｍ、港内防波堤（改良）L=98.0ｍ、南護岸L=393.0ｍ、北防波堤（改良）L=129.0ｍ、

防砂堤L=190.0ｍ、-2.0ｍ泊地(南防波堤撤去）L=40.0ｍ、-3.0ｍ泊地（改良）A=16,830.0㎡、

-3.0ｍ航路（改良）A=17,850.0㎡、-2.0ｍ物揚場（新設）L=210.0ｍ、

-2.0ｍ物揚場（改良）L=60.0ｍ、浮桟橋（新設）1基、道路（新設）L=343.0ｍ、用地（新設）A=17,000.0㎡

事業費：2,442百万円

事業期間：平成14年度～平成31年度

浮桟橋

※赤字の施設は未整備もしくは整備途
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１．事業概要

（１） ：

（２） ：

（３） ：

（４） ：

２．総費用便益比の算定

（１）総費用総便益比の総括

（千円）

（千円）

（２）総費用の総括

沖防波堤

港内防波堤

南護岸

北防波堤

防砂堤

-2m泊地（南防波堤撤去）

-3m泊地（改良）

-3m航路（改良）

-2m物揚場

-2m物揚場(改良）

浮桟橋

道路

用地

（３）年間標準便益

総費用総便益比

漁獲機会の増加効果

避難・救助・災害対策効果

計

20,852

141,143

・外郭施設、係留施設の整備による漁船の台風等避難回数の減少

江口地区　水産生産基盤整備事業の効用に関する説明資料

事 業 目 的 　当漁港は、防波堤等の不足から、港内の静穏が十分に確保さ
れていないため、漁業活動に支障を来している状況であり、さ
らに台風等の荒天時には、他港への避難を余儀なくされてい
る。また、係留施設も不足しているため、陸揚作業等に漁船が
輻輳し、漁業活動に支障をきたしている。
　このため、漁港施設の整備を行い、陸揚げや準備作業等の安
全性と効率性の向上及び荒天時の安全性向上を図る。

主 要 工 事 計 画 沖防波堤（新設）L=180ｍ、港内防波堤（改良）L=98ｍ、南護岸
L=393ｍ、北防波堤（改良）L=129.4ｍ、防砂堤L=190ｍ、-2ｍ泊
地(南防波堤撤去）L=40ｍ、-3ｍ泊地（改良）A=16,830㎡、-2ｍ
航路（改良）A=17,850㎡、-2ｍ物揚場（新設）L=210ｍ、-2ｍ物
揚場（改良）L=60ｍ、浮桟橋　1基、道路（新設）L=343ｍ、用
地（新設）A=17,000㎡

数値

総便益額（現在価値化） ② 4,314,201

4,102,906

事 業 費 2,442 百万円

工 期 平成14年度～平成31年度

区分 算定式

総費用（現在価値化） ①

「水産基盤整備事業費用対効果分析ガイドライン」（平成29年４月改訂　水産庁）及び同「参考資料」（平成29年５月　水
産庁）等に基づき算定。

②÷① 1.05

2,461,200

・浮桟橋の整備による陸揚げ作業の安全性向上
・防暑対策用屋根の整備による陸揚げ作業の安全性向上
・防風柵の整備による準備作業の安全性向上

22,700

事業費（千円）

L= 180.0m 1,251,100

4,102,906現在価値化後の総費用

　　　　　　　　          区分
効果項目

76,740

施設名 整備規模

水産物生産コストの削減効果

効果の要因

2,442,000計

維持管理費等

総費用(消費税込み）

・防風柵の整備に伴う係留作業時間の短縮
・防波堤・係留施設・用地整備に伴う係留作業時間の短縮
・防波堤の整備に伴う漁船の耐用年数の延長
・外郭施設の整備による台風時における後片付け作業日数の削減
・外郭施設の整備による出漁・帰港時における港内航行時間の削減
・外郭施設の整備による航路付近での座礁等による漁船修理費の削減
・浮桟橋の整備による陸揚げ作業時間の短縮
・防暑対策用屋根の整備による陸揚げ作業時間の短縮
・防風柵の整備による準備作業時間の短縮

88,560

総費用(消費税抜き） 2,334,833

内、消費税 299,167

年間標準便益
額

（千円）

35,426
・外郭施設の整備に伴う年間出量回数の増加による漁獲量の増加
・漁港機能の喪失によって失われる漁業生産額等

漁業就業者の労働環境改善効果 8,126

L= 98.0m 

L= 393.0m 130,000
L= 129.4m 12,400
L= 190.0m 397,640
L= 40.0m 

19,200

L= 60.0m 15,000

L= 343.0m 28,400
A= 17,000.0㎡ 215,700

1基 60,200

A= 17,850.0㎡ 118,700

A= 16,830.0㎡ 80,000

L= 210.0m 21,600
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（４）費用及び便益の現在価値算定表

事業費
（維持管理
費含む）

事業費
（税抜）

現在価値
（維持管理
費含む）

③ ①×②×③

-15 14 480,000 457,143 960,808

-14 15 420,000 400,000 825,125

-13 16 440,000 419,048 832,374

-12 17 279,700 266,381 508,359

-11 18 64,900 61,810 111,106

-10 19 10,300 9,810 17,117

-9 20 10,300 9,810 16,430

-8 21 24,300 23,143 34,978

-7 22 23,800 22,667 31,649

-6 23 20,300 19,333 26,926

-5 24 190,300 181,238 234,462

-4 25 150,300 143,143 178,698

-3 26 68,300 63,241 72,569

-2 27 65,000 60,185 65,316

-1 28 13,300 12,315 12,808

0 29 105,200 97,407 97,407

1 30 74,900 69,352 66,717

2 31 5,300 4,907 4,539

3 32 300 278 247

4 33 300 278 238

5 34 300 278 228

6 35 300 278 219

7 36 300 278 211

8 37 300 278 203

9 38 300 278 195

10 39 300 278 188

11 40 300 278 181

12 41 300 278 174

13 42 300 278 167

36 65 300 278 68

37 66 300 278 65

38 67 300 278 63

39 68 300 278 60

40 69 300 278 58

41 70 300 278 56

42 71 300 278 54

43 72 300 278 51

44 73 300 278 49

45 74 300 278 48

46 75 300 278 46

47 76 300 278 44

48 77 300 278 42

49 78 300 278 41

50 79 300 278 39

51 80 300 278 38

52 81 300 278 36

2,461,200 2,334,833 4,102,906

8,835

2,490

44,173 6,714

8,126

44,173

8,525

8,172

7,863

1.539 1.168

1.423

8,126

9,586

9,188

141,144

34,439

8,126

20,852

33,028

31,757

111,504

20,852

35,426

0.146 1.000 8,414 3,861 4,780 17,055

9,533 3,346

76,740

124,089

76,740

1.020

35,426

13,194 1,781

1.000

1.000

76,740

141,144

141,144

104,923

118,014

103,176

99,224

20,852

20,852

0.601

0.703

1.000

35,426

137,186

109,092

113,456

107,269

129,053

126,897

8,126

35,426

35,426

8,126

8,126

8,126

141,144

141,14435,426 20,852

4,780

68,326

95,413

91,744

88,215

84,828

76,740

1.000

0.625 141,144

0.962

0.731

0.889

76,740

141,144

35,426

1.000

141,144

20,852

1.000

35,426

124,089

1.082

20,852

20,852

0.650

20,852

0.822 141,144

0.855 141,144

1.000

1.000

1.000

0.676

124,089

119,374

評
価
期
間

年
度

割引率
漁業就業者の
労働環境改善

効果

3,346

3,3469,533

①×④

現在価値
（千円）漁獲機会の

増加効果

9,533 3,346

0

9,533 3,346

96,971

96,971

96,971

1.125

1.040 1.000 68,326 31,565 20,852 124,089

1.003

1.217

1.170 1.067 63,240 9,533 3,346 20,852

3,346

20,852 96,971

63,240 9,533 3,346

8,1261.000

20,852

20,852

6,69235,426

0.760

76,740

1.000

20,852

74,216

20,852

20,852

76,740

20,8521.000

8,126

8,126

35,426

0.925

68,326

8,126

1.732 1.191

1.193

1.104 63,240 9,533 3,346

63,240

1.480 1.179

31,565

9,533 3,346

63,240

1.265

20,852

1.063

水産物
生産コスト
削減効果

費用（千円）

3,346

1.177 63,240

1.061

63,240

63,240 9,533 3,346 20,852

0.790

35,426

76,740

76,740

8,126 116,020

141,144

141,144

141,144

20,852

25,89313,5001.000 44,173

44,173

25,8931.000

44,17325,893

25,89313,500

13,500

1.000

1.000

44,173

44,173

1.369

9,533

63,240

20,852 96,971

①

1.665

1.101

1.801 1.167 0

0

96,971

96,971

96,971

20,852

20,852

1.601 1.192

デフ
レータ

96,971

避難・救助・
災害対策効果

計

便益（千円）

96,971

63,240

0

0

0

132,753

127,614

122,668

0

149,238

143,517

0

1.000 141,14476,740

13,5001.000

0.217

20,852

76,740

8,126

35,426

20,852

20,852

3,34631,565 20,8521.000

35,426

137,990

125,477

120,678

② ④

1.316

1.000

1.000

4,780

8,1260.225

0.234 35,42676,740

0.208

0.193

76,740 35,4261.000

0.244 76,7401.000

4,780

13,500

0.185

13,500

0.178 1.000

25,8931.000

4,780

4,780

13,500 4,780

0.200

25,893

1.000 44,173

44,173

0.158 1.000

0.171 7,554

7,289

0.141 4,780

0.152 1.000

1.000

4,780

25,893 4,780

4,780

44,173 6,979

2,524

25,893

13,500

8,414

13,500

25,893 4,780

13,500 25,893

計

1.000 8,4140.135

1.000 1,434

4,314,201計

※評価期間は、便益対象施設が複数ある場合、各施設の整備毎に効果が発生するものとして算定
※端数処理のため各項目の和は必ずしも合計とはならない。

0.130

17,055 2,405

3,958 515

3,861

0.165

4,780



［整理番号23］

３．効果額の算定方法

（１）水産物生産コストの削減効果

１）防風柵の整備に伴う係留作業時間の短縮

防風柵整備整備箇所の-2.0m物揚場延長（ｍ） ①

利用船舶の船幅（ｍ/隻） ②

対象隻数（隻） ③

1隻当り年間係留回数(回/年) ④

1隻当り係留作業所要人数(人) ⑤

整備前係留に要する時間(分) ⑥

整備後係留に要する時間(分) ⑦

整備前係留作業時間(時間) ⑧

整備後係留作業時間(時間) ⑨

漁業者労務単価（円/時間） ⑩

年間便益額（千円/年）

２）防波堤・物揚場・用地整備に伴う係留作業時間の短縮

新設休けい用係船岸延長（ｍ） ①

利用船舶の船幅（ｍ/隻） ②

新たに整備される休けい用係船岸に係留できる隻数(隻) ③

係留作業所要人数（人） ④

年間休けい延べ回数（回/年） ⑤

整備前係留作業時間（分） ⑥

整備後係留作業時間（分） ⑦

漁業者労務単価（円/時間） ⑧

年間便益額（千円/年）

３）防波堤の整備に伴う漁船の耐用年数の延長

休けい用係船岸延長（ｍ） ①

利用船舶の船幅（ｍ/隻） ②

対象隻数（隻） ③

利用船舶の重量（ﾄﾝ/隻） ④

漁港施設整備前の漁船の耐用年数(年) ⑤

漁港施設整備後の漁船の耐用年数(年) ⑥

漁船総トン数(t) ⑦

漁船建造費(千円/t) ⑧

年間便益額（千円/年）

４）外郭施設の整備による台風時における後片付け作業日数の削減

整備前作業日数(日) ①

整備後作業日数(日) ②

漁業従事者数(人) ③

労働時間(時間/日) ④

台風の回数(回/年) ⑤

漁業者労務単価（円/時間） ⑥

年間便益額（千円/年）

５）外郭施設の整備による出漁・帰港時における港内航行時間の削減

対象漁船数（1GT級除き） ①

出漁時所要人数（人） ②

年間出漁回数（回/年） ③

整備前待機期間(ヶ月/年) ④

整備前待機時間(分/回) ⑤

整備前航行ロス時間(分/回) ⑥

整備前待機時間(時間/年) ⑦

整備前航行ロス時間(時間/年) ⑧

漁業者労務単価（円/時間） ⑨

年間便益額(千円/年)待機時間 ⑩

年間便益額(千円/年)航行時間 ⑪

1,753

7,042

③×④

Ｈ29水産基盤整備事業費用対効果ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ-参考資
料-（平成29年５月水産庁）

③×④×⑦×1/60

漁業経営調査報告(H27，農水省統計部)

整備により静穏度が確保される延長

1,753

4

123

11,738

2,244

①×②×⑦×⑨/1000(待機時間がなくなる)

①×②×⑧×⑨/1000(ロス時間がなくなる)

気象庁　九州南部台風接近数Ｈ14～H28平均

備考

調査日：平成29年10月25日
調査場所：鹿児島県江口漁業協同組合
調査対象者：江口漁業協同組合職員
調査実施者：鹿児島地域振興局職員
調査実施方法：ヒアリング調査

560

2

50

45

11,667

10,500

4

58

漁業経営調査報告(H27，農水省統計部)

26,267

9,490

7

10.17

202.5

2,913

①/②

調査日：平成29年10月25日
調査場所：鹿児島県江口漁業協同組合
調査対象者：江口漁業協同組合職員
調査実施者：鹿児島地域振興局職員
調査実施方法：ヒアリング調査

漁業経営調査報告(H27，農水省統計部)

(1/⑤-1/⑥)×⑦×⑧

減価償却資産の耐用年数等に関する省令（財務
省）
Ｈ29水産基盤整備事業費用対効果ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ-参考資
料-（平成29年５月水産庁）

(⑥/60-⑦/60)×③×④×⑤×⑧/1000

漁業経営調査報告(H27，農水省統計部)

(①-②)×③×④×⑤×⑥/1000

1,753

10.00

区分

備考

25

280

整備により静穏度が確保される延長

①/②

調査日：平成29年10月25日
調査場所：鹿児島県江口漁業協同組合
調査対象者：江口漁業協同組合職員
調査実施者：鹿児島地域振興局職員
調査実施方法：ヒアリング調査

区分

備考

2

1,753

4,092 (⑧-⑨)×⑤×⑩/1000

20.00

3.6

210

備考

③×④×⑥×1/60

16.33 ③×④/12ヶ月×⑥/60×2(1往復）

年間便益額（千円/年） ⑩＋⑪18,780

区分 備考

2

5.0

③×④/12ヶ月×⑤/60

560

7

27.22

区分

20

2

区分

90

①/②

3.6 ３ｔ(漁港漁場の施設の設計参考図書2015版）

３ｔ(漁港漁場の施設の設計参考図書2015版）

調査日：平成29年10月25日
調査場所：鹿児島県江口漁業協同組合
調査対象者：江口漁業協同組合職員
調査実施者：鹿児島地域振興局職員
調査実施方法：ヒアリング調査

270

3.6 ３ｔ(漁港漁場の施設の設計参考図書2015版）

2.7
（休けい)漁船重量/(休けい)漁船隻数
（H26港勢調査）

75

8

1.5



［整理番号23］

６）外郭施設の整備による航路付近での座礁等による漁船修理費の削減

整備前年間事故発生回数(回) ①

漁船修理費(千円/回) ②

年間便益額（千円/年）

７）浮桟橋の整備による陸揚げ作業時間の短縮

作業従事者（人） ①

年間作業日数（日） ②

整備前作業時間(時間/日) ③

整備後作業時間(時間/日) ④

漁業者労務単価（円/時間） ⑤

年間便益額（千円/年）

８）防暑対策用屋根の整備による陸揚げ作業時間の短縮

作業従事者（人） ①

陸揚作業日数（日） ②

整備前作業時間(時間/日) ③

整備後作業時間(時間/日) ④

漁業者労務単価（円/時間） ⑤

年間便益額（千円/年）

９）防風柵の整備による準備作業時間の短縮

作業従事者（人） ①

年間作業日数（日） ②

整備前作業時間(時間/日) ③

整備後作業時間(時間/日) ④

漁業者労務単価（円/時間） ⑤

年間便益額（千円/年）

（２）漁獲機会の増大効果

１）外郭施設の整備に伴う年間出量回数の増加による漁獲量の増加

年間作業日数（日） ①

日当たりの係留回数（回/日）

整備前 ②

整備後 ③

年間延べ出漁回数（回）

整備前 ④ ①×②

整備後 ⑤ ①×③

年間陸揚金額(千円) ⑥

漁業変動経費率 ⑦

年間総生産量(t) ⑧

年間便益額（千円/年）

２）漁港機能の喪失によって失われる漁業生産額等

整備前の年間総生産量(全魚種)（トン） ①

年間操業日数 ②

平均単価(全魚種)(千円/トン) ④

航路泊地が閉塞した場合の出漁不能回数 ③

漁業変動経費率 ⑤

年間便益額（千円/年）

1,563

調査日：平成29年10月25日
調査場所：鹿児島県江口漁業協同組合
調査対象者：江口漁業協同組合職員
調査実施者：鹿児島地域振興局職員
調査実施方法：ヒアリング調査

①/②×④×(1-⑤)×③

調査日：平成29年10月25日
調査場所：鹿児島県江口漁業協同組合
調査対象者：江口漁業協同組合職員
調査実施者：鹿児島地域振興局職員
調査実施方法：ヒアリング調査

280

2.0

2.2

調査日：平成29年10月25日
調査場所：鹿児島県江口漁業協同組合
調査対象者：江口漁業協同組合職員
調査実施者：鹿児島地域振興局職員
調査実施方法：ヒアリング調査

1,753 漁業経営調査報告(H27，農水省統計部)

5,890 ①×②×(③-④)×⑤/1000

12.5

125

発注準備～工事完了までの標準想定期間(鹿児島
県)

備考

H22～H26港勢調査平均

①×②

備考

漁業経営調査報告(H27，農水省統計部)

H22～H26港勢調査平均

H22～H26港勢調査平均

H22～H26港勢調査平均

(⑤-④)×⑧／④×⑥×（１－⑦）/1000

備考

区分

区分

348,000

0.449 漁業経営調査報告(H27，農水省統計部)

区分

560

616

備考

662.9

12,711

0.8

1.0

663.4

22,715

280

348

0.449

50

60 調査日：平成29年10月25日
調査場所：鹿児島県江口漁業協同組合
調査対象者：江口漁業協同組合職員
調査実施者：鹿児島地域振興局職員
調査実施方法：ヒアリング調査

280

1,753 漁業経営調査報告(H27，農水省統計部)

5,890 ①×②×(③-④）×⑤/1000

0.8

区分

区分

区分

60 調査日：平成29年10月25日
調査場所：鹿児島県江口漁業協同組合
調査対象者：江口漁業協同組合職員
調査実施者：鹿児島地域振興局職員
調査実施方法：ヒアリング調査

120

1.0

0.8

1,753 漁業経営調査報告(H27，農水省統計部)

2,524 ①×②×(③-④)×⑤/1000

60 調査日：平成29年10月25日
調査場所：鹿児島県江口漁業協同組合
調査対象者：江口漁業協同組合職員
調査実施者：鹿児島地域振興局職員
調査実施方法：ヒアリング調査

280

1.0

備考

備考



［整理番号23］

（３）漁業就業者の労働環境改善効果

１）浮桟橋の整備による陸揚げ作業の安全性向上

整備前の作業状況の基準値（Bランク） ①

整備後の作業状況の基準値（Cランク） ②

作業従事者（人） ③

年間作業日数（日） ④

作業時間(時間/日) ⑤

漁業者労務単価（円/時間） ⑥

年間便益額（千円/年）

２）防暑対策用屋根の整備による陸揚げ作業の安全性向上

整備前の作業状況の基準値（Bランク） ①

整備後の作業状況の基準値（Cランク） ②

作業従事者（人） ③

陸揚作業日数（日） ④

作業時間(時間/日) ⑤

漁業者労務単価（円/時間） ⑥

年間便益額（千円/年）

３）防風柵の整備による準備作業の安全性向上

整備前の作業状況の基準値（Bランク） ①

整備後の作業状況の基準値（Cランク） ②

作業従事者（人） ③

年間作業日数（日） ④

作業時間(時間/日) ⑤

漁業者労務単価（円/時間） ⑥

年間便益額（千円/年）

（４）避難・救助・災害対策効果

１）外郭施設、係留施設の整備による漁船の台風時等避難回数の減少

整備前避難を要する漁船隻数(隻) ①

整備後避難を要する漁船隻数(隻) ②

年間避難回数（回） ③

１回当り避難日数(日/回) ④

１回当り損傷チェック回数(回/回) ⑤

１回当り損傷チェック時間(時間/回) ⑥

避難時要員数(人/隻) ⑦

避難場所までの海路片道距離(km) ⑧

避難場所までの陸路片道距離(km) ⑨

所要時間(漁船片道航行時間)(時間) ⑩

所要時間(車両通行片道)(時間) ⑪

所要時間(係留及び係留解除時間) ⑫

1隻避難に要する漁船の燃料費(円/km) ⑬

1隻避難に要する車両の燃料費(円/km) ⑭

1隻避難に要する漁船の燃料費(千円) ⑮

1隻避難に要する車両の燃料費(千円) ⑯

漁船避難にかかる作業時間(時間) ⑰

避難時の送迎，漁船の損傷ﾁｪｯｸ時間（時間） ⑱

漁業者労務単価（円/時間） ⑲

年間便益額（千円/年）

120

1.142

1.000

1,753

60

1.142

3,346

備考

公共工事設計労務単価より算定

1,434

調査日：平成29年10月25日
調査場所：鹿児島県江口漁業協同組合
調査対象者：江口漁業協同組合職員
調査実施者：鹿児島地域振興局職員
調査実施方法：ヒアリング調査

備考

（①－②）×(（⑮＋⑯）＋（⑰＋⑱）)×⑲/1000

7

0.17

9

16.9

20.0

63.7

123

5.9

0

20,852

1,753

③×⑧×⑬×２（１往復）

2

10

0.50

0.37

7

0.17

③×⑤×（⑪×２（１往復）＋⑫）

③×⑤×⑨×⑭×２（１往復）

③×⑦×⑩×２（１往復）

漁業経営調査報告(H27，農水省統計部)

1.000

漁業経営調査報告(H27，農水省統計部)

備考

0.8

区分

1,753

0.8

0.8

区分

10

1.142

1.000

60

280

漁業経営調査報告(H27，農水省統計部)

(①-②)×③×④×⑤×⑥/1000

備考

調査日：平成29年10月25日
調査場所：鹿児島県江口漁業協同組合
調査対象者：江口漁業協同組合職員
調査実施者：鹿児島地域振興局職員

公共工事設計労務単価より算定

調査日：平成29年10月25日
調査場所：鹿児島県江口漁業協同組合
調査対象者：江口漁業協同組合職員
調査実施者：鹿児島地域振興局職員

調査日：平成29年10月25日
調査場所：鹿児島県江口漁業協同組合
調査対象者：江口漁業協同組合職員
調査実施者：鹿児島地域振興局職員

60

280

(①-②)×③×④×⑤×⑥/1000

区分

3,346

区分

1,753 漁業経営調査報告(H27，農水省統計部)

公共工事設計労務単価より算定

32.5

12.1
H29鹿児島県公共単価

H26港勢調査

(①-②)×③×④×⑤×⑥/1000
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